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キ
ー
ム
で
実
施
さ
れ
る
。
筆
者
は
幸
い
に
も
、
こ
れ
ま

で
に
双
方
に
参
画
す
る
機
会
を
得
た
。
ラ
オ
ス
に
お
け

る
道
路
維
持
管
理
能
力
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大

学
で
研
究
・
開
発
し
た
診
断
技
術
の
現
地
へ
の
導
入
・

適
用
が
実
現
し
た
。
他
方
、
橋
梁
維
持
管
理
研
修
で
は
、

三
年
間
で
延
べ
五
七
カ
国
か
ら
六
四
名
の
行
政
官
を
研

修
員
と
し
て
長
崎
大
学
に
招
聘
し
、
産
学
官
が
連
携
し

た
長
崎
地
域
の
技
術
者
養
成
事
業
の
実
績
を
活
用
し
た

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
た
。
大
学
と
は
研
究
開
発

機
関
と
教
育
機
関
と
い
う
二
つ
の
顔
を
併
せ
持
つ
も
の

で
あ
り
、
技
術
（
シ
ー
ズ
）
と
教
育
リ
ソ
ー
ス
を
有
す

る
大
学
と
国
際
協
力
事
業
と
の
相
性
は
相
当
に
よ
い
。

ま
た
、
前
出
の
研
修
で
は
、
産
官
学
の
連
携
に
加
え
て

「
民
」（
市
民
）
が
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
の
一
端
を
担
う

長
崎
地
域
の
取
組
み
が
各
国
の
研
修
員
の
高
い
関
心
を

集
め
た
。
こ
の
こ
と
は
、
開
発
途
上
国
の
発
展
と
国
内

の
地
方
の
振
興
が
課
題
を
共
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
。「
産
・
官
」
に
「
学
」
や
「
民
」
が

積
極
的
に
加
わ
っ
て
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
の
質
の
持
続

的
保
証
・
向
上
を
目
指
す
国
際
協
力
が
、「
日
本
方
式
」

と
し
て
標
準
化
・
普
及
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
「
ノ
ブ
レ
ス
・
オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ（N

oblesse oblige

）」

と
は
、
欧
米
社
会
に
お
け
る
基
本
的
道
徳
観
を
表
す
言

葉
で
、「
社
会
的
地
位
が
高
い
者
は
、
そ
れ
に
応
じ
た
社

会
的
責
任
を
果
た
す
義
務
が
あ
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
れ
を
「
能
力
あ
る
者
の
責
務
」
と
解
釈
す
れ
ば
、
日

本
の
技
術
者
は
、
持
続
的
な
質
の
保
証
・
向
上
の
実
現

へ
向
け
た
責
務
を
担
っ
て
い
る
。

続
的
な
質
の
保
証
・
向
上
を
ど
う
図
る
か
。
こ

れ
は
現
代
の
建
設
業
界
に
お
い
て
重
要
な
課
題

で
あ
り
、
特
に
日
本
の
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
に

お
け
る
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
整
備
支
援
に
お
い
て
は
最
重

要
課
題
と
い
え
る
。
日
本
政
府
は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
等
を
活
用

し
て
日
本
の
優
れ
た
技
術
や
制
度
・
仕
組
み
を
「
日
本

方
式
」
と
し
て
標
準
化
・
普
及
さ
せ
る
方
針
の
も
と
、

各
国
政
府
や
国
際
機
関
と
協
働
し
つ
つ
「
質
の
高
い
イ

ン
フ
ラ
」
整
備
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。
質
の
高
い

イ
ン
フ
ラ
と
は
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
も
踏
ま
え

た
経
済
性
、
安
全
性
、
自
然
災
害
に
対
す
る
強
靭
性
、

社
会
環
境
基
準
、
技
術
移
転
や
人
材
育
成
と
い
っ
た
現

地
の
社
会
・
経
済
へ
の
貢
献
等
の
特
性
を
備
え
た
も
の

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
要
件
を
満
足
す
る
イ
ン
フ

ラ
施
設
の
整
備
と
持
続
的
な
質
の
確
保
（
す
な
わ
ち
維

持
管
理
）
の
た
め
の
国
際
協
力
と
は
何
で
あ
る
か
。

　

イ
ン
フ
ラ
分
野
の
国
際
協
力
で
は
、
資
金
協
力
は
施

設
の
建
設
・
整
備
が
中
心
と
な
る
一
方
、
技
術
協
力
は

調
査
・
計
画
、
組
織
や
制
度
の
構
築
、
人
材
育
成
、
技

術
の
導
入
や
実
装
・
適
用
に
関
す
る
協
力
な
ど
、
そ
の

内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
。
開
発
途
上
国
に
お
い
て
は
新

規
の
建
設
ニ
ー
ズ
が
非
常
に
高
く
、
今
後
も
そ
の
状
況

は
続
く
も
の
と
推
察
さ
れ
る
が
、
近
年
は
維
持
管
理
関

連
の
技
術
協
力
の
ニ
ー
ズ
が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
。

　

国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ

維
持
管
理
を
対
象
と
し
た
技
術
協
力
は
、
主
に
途
上
国

に
お
け
る
「
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
、
日
本
国

内
に
お
け
る
「
研
修
員
受
入
事
業
」
と
い
う
二
つ
の
ス
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